
1938年創業の当社では80余年の歴
史を通じて、建設機械やオートバイを中心
とする鍵やシリンダ廻りの製品を製造してき
ました。長い歴史を通じて、製品の品質に
ついてはお客様から高い信頼をいただいて
いるのですが、今や建設機械やオートバイ
についても電動化が進んでいます。従来の
技術に依存する当社の製品はいずれ無く
なっていく傾向にある。当時、社長に就任
して1年目の私はここに強い危機感を抱い
ていました。
ところが社内ではモノづくりの基本である
４Ｓや標準作業の考え方が職場に浸透
しておらず、それぞれが自分のペースで業
務を行っている状況でした。将来を見据え
て、新しい分野にチャレンジするためにモノ
づくり現場の改革と次世代リーダー育成が
喫緊の課題となっていたのです。
その頃、「こんな案内が来ているから」とセ
ミナーパンフレットを会長から手渡されまし
た。会長としては特に深い意味があっての
ことではなかったと思いますが、ちょうど関心
を持っていたボトムアップ改善に関するテー
マだったので参加してみました。
セミナーに参加した感想は、私自身の現
場改革に対する考え方とぴったり同じだな
と感じたことです。これは当社でもやらなけ
ればならないことだと思いました。そこで現
場改革に取り組む前に、第三者の眼で冷
静に分析してもらう「一日工場診断」を受
けることにしたのです。
「一日工場診断」を受けた感想は、よく
見ていただいたと思ったことです。わずか1
日の診断で現場の４Ｓができていない状
況やその背景にある根本的な問題を的確
に指摘いただき、診断後の報告と改革へ
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100年企業に向けて！モノづくりのレベルアップに挑む
新しい分野にチャレンジしていくためには、ボトムアップ活動による現場
力向上が重要である。社長に就任して1年、製造現場のレベルアップ
と作業標準化による職場改革を寺澤社長は考えておられました。

マイペース中心の職場
風土

チャレンジ精神を育てる
職場づくり

背景と課題

選定と導入

４Ｓ・標準作業ができていない！

のシナリオの提案を聞いて、私としても予想
通りの結果だなと思ったのと同時に、これか
らの現場改革の必要性を改めて感じまし
た。 「一日工場診断」による顕在化された
問題点と改革へのシナリオが後押しする結
果となり、改善活動に取り組むための第一
歩が踏み出せました。やはり自分の考えて
いたことが間違いではなかったという確信が
湧き上がってきました。

意識改革からモノづくり現場力のレ
ベルアップへ

私では思いつかないインパクトのある動機
付けをしてもらいたいと思いました。それがコ
ンサルティング導入による現場改革に踏み
切った理由です。
１年目は、まず社内の意識改革。2年
目にはセル生産や工場レイアウトの変更な
どに取り組みました。そして現在、3年目を
迎えて各メンバーの意識は大きく変わりま
した。たとえば「モノを取る作業が1秒短縮
できた」「ばらした工程をつないで前後工程
のタクトタイムを同じレベルになるよう改善し
た」などの報告を聞いていると現場改革を
推進して本当によかったなとつくづく感じて
います。
当社が100年企業の仲間入りをするに
は、現場力と管理力を一般的に言う自動
車部品メーカーレベルにまで向上させること
が必要だと考えています。今後、新しい分
野にチャレンジするためにも、モノづくりのしく
みや生産性の高いラインづくりを考え、実
現することができるメンバーがいる職場を育
てながら現場改革を継続していきたいと
思っています。

テクノ経営総合研究所では今後も経営革
新セミナー、1日工場診断を通じて、企業
変革のきっかけをつくるための活動を推進し
てまいります。

工場診断後、標準作業という概念が理
解されていない現状、そのあたりをしっかり
変えていきたいと思っていました。当初は私
が社内でやれると考えていたのですが、指
示待ち型の傾向が強い職場風土では、
長年のやり方が身についてしまっていて、い
まさら変えることの必要性が感じられません。
また工場診断を受けた3年前（２０１
９年）は、ちょうど右肩上がりで多忙な時
期。売上的にも過去最高の年だったので
す。そのことが活動にかかる負荷が活動開
始のネックになっていました。
改善に取り組むために彼らを活動にどう
参加させるか。本心は真面目なのだが、
少し変えて改善をやってみようと呼びかけて
も自発性がなく、「それは指示ですか」とい
う言葉が返ってくる。「指示ならやります」と
いう雰囲気でした。
「これではだめだ」私に代わってアドバイスを
するコンサルタントが必要だと感じました。
外部から言ってもらう方がきっとインパクトが
あるだろう。コンサルタントから改善の大切
さ、改善活動は自分の職場を良くすること
なのだと説明してほしい。
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